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ており，脳標本でー側に 1--3 本存在する。著者は視床穿通勤脈を脳槽部，実質部，終末部の 3 部に区別
した Q 本血管が分かれ凶i問自を通り後有孔質に進入するまでの部分を脳槽部と名付けた。脳;k質内にほぼ
直角に進入した後第三脳室側壁に沿って上方に jjfみ， その後に外側に向かつて終結する。乙の外側に fpJ か
う部分を終末部と名付け，それまでの部分を実質部と名付けた口 レ線側面像で脳槽部はやや強い屈曲をも










































大きくて追求し易いので， この動脈を脳槽，実質及び終末の 3 部に区分し，その各々の走|句と形態を詳細
にしらべて 4 種類として基準を樹てた。 さらに後交通勤脈を検索したが，この場合には経椎骨動脈的撮影
では非常に観察可能性が少いので， 椎骨動脈撮影に際して頚動脈を圧迫する方法を試みてこの現出可能性
を増すことを認めた。本分枝は 3--6 木で中間質の前下部に多く分校し，視床穿通勤脈と似た屈曲をとる。
以上の正常像を基本として， これに脳実質外腫湯14例，小脳腫癌17例，その他13例に応用して，腫療の
ための圧迫変位，屈曲異常，伸展像を得た。 そしてそれらの所見の有無によって腫湯発生部位を詳細に鑑
別する根拠を確立した。
4) 本研究に対する意見
本研究ば中頭蓋寓， 視床部から後頭蓋寓にかけての脳疾患のレントゲン診断に一つの精密度を加える意
味に於て大きい進歩をもたらす基礎づけとなるものであって， 脳外科T術と相{突ってまことに有志義であ
り，推賞するに足るものと認める。
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